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はじめに

ノート：新たなバージョンのソフトウェ

ア は Mackie の ウ エ ブ サ イ ト、Digital X 
Bus のページからダウンロード可能です。 
http://www.mackie.com/products/digitalxbus 
インストーラパッケージをコンピュータ

から Digital X Bus に移植するためには、USB フラッシュメ

モリ（サムドライブ）が必要となります。インストールの

方法については、オーナーズマニュアルだけでなく、ウエ

ブサイトでも説明しています。

このマニュアルについて
分厚いオーナーズマニュアルなんか読んでいられない！

買ったばかりの Digital X Bus をすぐにでも接続して使いた

い！そんな方々が素早くセットアップを済ませ、すぐに正

しく使用することができるようにと、私達はこのガイドを

作成しました。まず「クイックスタート」、次にはトラッ

キング、ミックスダウン、DAW（デジタルオーディオワー

クステーション）での典型的接続例を示した「接続ダイア

グラム」と続きます。

時間がある時にオーナーズマニュアルをお読みくださ

い。コンソールのすべてのノブ、ボタン、スライダー、そ

してタッチスクリーンウインドウのすべてのメニューにつ

いての詳細を記しています。

テクニカルサポート、保証請求、返品などに備え、

以下のスペースに必要事項をお控えください。

シリアルナンバー： 
 
 
 
ご購入店： 
 
 
 
ご購入日：

次世代デジタルレコーディングコンソール、Mackie 
Digital X Bus をお買い求め頂き、誠にありがとうございま

す。 オプション拡張カードを収納するケージを備え、自由

度の高い I/O ルーティングを特長とする Digital X Bus は、

どんな目的のレコーディングにも柔軟に対応することが可

能な最高級のコンソールです。また、今後のデジタルレコー

ディング技術革新に合わせ、Digital X Bus 自身も進化でき

るような設計となっています。現時点においても 32ビッ

ト浮動小数点演算を誇る Digital X Bus の実力は、すでにこ

のクラスの他のデジタルミキシングコンソールを大きく凌

駕しています。比類なきパワーを手にすることができるで

しょう。

すぐにでも使用したい、というお気持ちはよく理解でき

ます。そんな方々のために、このクイックスタートガイ

ドを用意しました。ご一読ください。すでにデジタルミ

キシングコンソール（当社 D8B など）の経験がある方は、

Digital X Bus の操作性に違和感を覚えることなく、そのま

まミキシング作業に没頭できるでしょう。まだ経験のない

方もご安心を。この冊子で、デジタルミキシングコンソー

ルに特徴的なポイントをざっとご紹介します。他のミキ

サーとの相違点、そしてデジタルミキシングコンソールの

驚くべき自由度の高さを一度理解してしまえば、後は瞬く

間に使いこなせるようになるでしょう。そしてこれまでデ

ジタルミキシングの世界に触れていなかったことを悔やむ

かもしれません！
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1. MIC/LINE 4 CARD
このカードは、バランス XLR（メス）のマイク入力端子

を 4つ、1/4インチバランス / アンバランス TRS ラインレベ

ル入力端子を 4つ、合わせて 8つのアナログインプットを備

えています。出力端子はありませんのでご注意ください。

2. MIC/LINE 8 CARD
MIC/LINE 8 CARD は、DB25コネクタを 2つ（1×イン

プット、1×アウトプット）備えています。インプットコ

ネクタは、8つのバランスマイク / ラインレベル入力に対

応し、アウトプットコネクタは 8つのバランスラインレベ

ルを出力します。これらの DB25コネクタはアナログシグ

ナルの接続に標準 TASCAM 規格のピンアウトを採用して

います（Mackie D8B やハードディスクレコーダーのアナロ

グカードも同じ規格です）。標準規格の DB25を備えたデバ

イスを接続する場合には、DB25⇔ DB25オーディオケー

ブルをご使用ください。そうでないデバイスを接続する場

合には、一方が DB25コネクタ、もう一方が XLR、1/4イ
ンチ TRS または TT コネクタに分岐したケーブルが必要と

なります。

3. LINE CARD
LINE CARD は、DB25 コネクタを 2 つ備えています。 

1 つは 8 ×バランスラインレベルインプットであり、もう

1 つは 8 ×バランスラインレベルアウトプットです。これ

らの DB25 コネクタはアナログシグナルの接続に、標準

TASCAM 規格のピンアウトを採用しています（Mackie D8B
やハードディスクレコーダーのアナログカードも同じ規格

です）。標準規格の DB25を備えたデバイスを接続する場合

には、DB25⇔ DB25オーディオケーブルをご使用ください。

そうでないデバイスを接続する場合には、一方が DB25コ
ネクタ、もう一方が XLR、1/4インチ TRS または TT コネ

クタに分岐したケーブルが必要となります。

コネクタの配線については、Digital X Bus X.200 オー

ナーズマニュアルの「付録：B」をご参照ください。 

梱包を解いたら、まず Digital X Bus を
どこに設置するか、ですね？楽に座る

ことができ、タッチスクリーンやコン

トロールに手が届きやすく、接続を変

更しなければならない場合のことも考

慮し、リアパネルにもアクセスできるような場所がベスト

です。すべての配線を済ませたセットアップを再びやり直

すのは大変です！

接続
Digital X Bus リアパネルには、すでに MIX OUT CARD（コ

ントロールルームカード）とSYNC CARD が装着されてい

ます。また、マウスとキーボードを接続するための USB 端子

も用意されています（PS/2仕様のマウス、キーボード接続に

関しては「マザーボードでの接続」の項をご参照ください）。

キーボードを利用すれば、素早くデータを入力することがで

きます。タッチスクリーンを触れるより、マウスによるクリッ

クの方が楽な場合もあるでしょう。

私達は各種のアナログ、デジタルの I/O カードを用意し

ています。これらはベースモデルには含まれませんが、目

的に応じた I/O カードを収納ケージに装着することが可能

です。スタジオ機材の I/O に合わせ、カードをお選びくだ

さい。

まずはこれらの I/O カードをご紹介しましょう：

WORD
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SYNC CARD

IN

OUT

IN

OUT

SMPTE

A

B

MIX OUT CARD

SPDIF

SPEAKERS

PHONES

MIX OUT

IN

OUT

IN

L R

1 2

L R

L R

OUT

AES/EBU

FIRE CARDDIGITAL CARD

OPTICAL

TDIF
I/O

IN A

IN B

OUT A

OUT B

MIC/LINE 4 CARD

5

7

6

8

1

2

3

4

MIC/LINE 4 CARD

5

7

6

8

1

2

3

4

MIC/LINE 8 CARD

IN

OUTI/O

AES CARD

OUT

IN

LINE CARD

OUT

LINE CARD

IN

SYNC C • SLOTSD • SLOT B • SLOTS A • SLOTS



5Quick-Start Guide

Q
u

ic
k-S

ta
rt G

u
id

e
4. DIGITAL CARD
デジタル入出力× 8を 2つのフォーマットでサポートし

ています（DB25 コネクタによる TDIF、4 つの TOSLINK
コネクタによる ADAT オプティカル）。 

44.1/48 kHz サンプルレートの場合、オプティカル

TOSLINK の各コネクタは、8×デジタルオーディオ入力、

そして 8 ×デジタルオーディオ出力として機能します。

88.2/96 kHz サンプルレートの場合、S/MUX プロトコルが適

用され、コネクタA が 1 〜 4 チャンネル、コネクタB が 5
〜 8チャンネルを扱うようになります。176.4/192 kHz サン

プルレートの場合、S/MUX II プロトコルが適用され、コネ

クタA が 1〜 2チャンネル、コネクタB が 3〜 4チャンネル、

合計 4つの入出力を扱うようになります。

5. AES/EBU CARD
AES/EBU CARD は DB25コネクタを 1つ備えていま

す。AES/EBU フォーマット、8チャンネルのデジタル

入出力です。

当初の AES/EBU 規格（IEC958 Type 1）では、 デジタルオー

ディオの 2チャンネルを転送する解像度は最大で 24ビッ

ト、48 kHz までとなっていました。高いサンプルレートが

望まれる時代となり、デジタルオーディオを高いサンプル

レートで伝送する方法として 2つの方式が開発されました。

ダブルスピード（ダブルファスト）とダブルワイド（ダブ

ルチャンネル）です。

ダブルスピード方式（シングルワイアー）では、デジタ

ル入出力ポートに 2倍のスピードで同期することにより、

2倍の情報を扱います。結果的に最大 24ビット、96 kHz ま

での解像度が可能となります。

ダブルワイド方式（デュアルワイアー）では、1つのデ

ジタル入出力ポートで、2チャンネルの代わりに 1チャン

ネルのデジタルオーディオを転送します。この場合も結果

的に最大 24ビット、96 kHzまでの解像度が可能となります。

AES/EBU CARD は現在、ダブルスピード方式を採用し

ています。従って最大 192 kHz までの 8チャンネルのデジ

タル入出力をサポートしています。

48 kHz 以下のサンプリングレートの場合、AES/EBU 規

格に準拠し、2チャンネルのデジタルオーディオがシング

ルワイアー（1つの 3ピン XLR）で伝送されます（通常の

スピード）。

88.2/96 kHz のサンプリングレートの場合、シングルワイ

アー（1つの 3ピン XLR）で 2チャンネルのデジタルオーディ

オを通常の 2倍のスピードで伝送します。

176.4/192 kHz のサンプリングレートの場合、シングルワ

イアー（1つの 3ピン XLR）で 2チャンネルのデジタルオー

ディオを通常の 4倍のスピードで伝送します。

ノート：AES/EBU CARD に接続するデバイスがダブルス

ピード（シングルワイアー）に対応しているかについては、

デバイスのマニュアルをご参照ください。

6. FIREWIRE CARD
FIREWIRE CARD はデジタルデバイスとの接続に

IEEE-1394プロトコルを採用しています。現在サポートし

ているデジタルオーディオの数は、48 kHz で 24×インプッ

トと 24×アウトプット、96 kHz で 8×インプットと 8×
アウトプット（ドライバ技術の進歩を考慮した余地を含む）

となっています。Macintosh では OS X Core Audio アプリケー

ション、PC では Windows XP ASIO アプリケーションに対応

しています。

7. MIX OUT CARD
このカードは、いくつかの種類のアウトプット（AES/

EBU、S/PDIF インプットを含む）を備えています。 主にコ

ントロールルーム、ヘッドフォン、メイン出力に使用する

ものです。

AES/EBU IN、OUT
AES/EBU 規格、2チャンネルのデジタル信号を送受信す

る XLR コネクタです。

S/PDIF IN、OUT
S/PDIF 規格、2チャンネルのデジタル信号を送受信する

RCA コネクタです。

SPEAKERS A、B
これらの 1/4インチ TRS ジャックは、2組のステレオモ

ニター出力です。ラインレベルのアナログ信号を出力しま

す。コントロールルームのモニターに信号を供給するアン

プ（またはアクティブスタジオモニター）のインプットに

接続します。通常は A のペアをニアフィールドモニタース

ピーカーに、B のペアをメインモニタースピーカーに接続

するとよいでしょう。これらの端子はデフォルトで左右コ

ントロールルームの出力としてアサインされていますが、

任意のインプット / アウトプットのソースにアサインし直

すことも可能です。 

コントロールルームのソースは CONTROL ROOM セク

ションで選択します（このセクションで SETUP ボタンを

押すと、他の設定を行うことができます）。

PHONES 1、2
これらの 1/4インチ TRS ジャックは、それぞれヘッドフォ

ン用のステレオ出力です。ヘッドフォンディストリビュー

ターに接続しても構いません。デフォルトで 2組のヘッド

フォン出力としてアサインされていますが、任意のイン

プット / アウトプットのソースにアサインし直すことも可

能です。

これらのソースはコンソールの PHONES 1、PHONES 2
セクションで選択します（このセクションで SETUP ボタ

ンを押すと、他の設定を行うことができます）。

MIX OUT
1/4インチバランス TRS ジャックです。ラインレベルのア

ナログシグナルを出力します。デフォルトで左右のミック

ス出力としてアサインされていますが、任意のインプット

/ アウトプットのソースにアサインし直すことも可能です。

ミックスダウンを録音するために 2トラックレコーダーに

接続したり、スタジオブースのスピーカー用のアンプなど、

目的に合わせたものに接続してください。
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SYNC CARD は、2 つの BNC コネクタ（デジタルワー

ドクロックイン、アウト）と 2 つの 1/4 インチジャック

（SMPTE タイムコードイン、アウト）を備えたカードです。

シンクのデータは、ADAT 光ケーブルと AES/EBU 接続

によっても転送されますが、このカードを使用することに

より、ワードクロックを別個に送受信することができます。

Digital X Bus をオーディオシステムのクロックマスターと

する場合にとても便利です。

タイムコードは MTC（MIDI タイムコード）からも転送

されます。動画や放送の作業では、一般的に SMPTE タイ

ムコードがよく使用されます。

リアパネル、その他の接続
カードスロットに装着するカードの他、リアパネルでは

以下のような接続も行います。

ノート：D•SLOT はモデル X.400に使用するスロットで

す。  X.200では使用しません。

9. FOOT SWITCH 1、2
フットスイッチコントロールに使用する 2つの 1/4イン

チ TS ジャックです。トークバック、再生 / 停止、前後のマー

カーへの移動、新規マーカーなど色々な用途に使用するこ

とができます。Windows > Setup ウインドウで機能をアサ

インします。

10. SERIAL 9-PIN
この DB9コネクタは、X.400用にリザーブされています。

11. MIDI IN、OUT
標準 MIDI コネクタ（メス 5ピン DIN）です。トランスポー

トコントロールやポジションディスプレイを備えたイク

イップメントと接続した場合、MIDI タイムコード（MTC）、
MIDI マシンコントロール（MMC）の送受信も可能です。

 

MIDI フェーダーバンク（DAW バンク）を選択した場合、

この MIDI に接続された DAW アプリケーションをコント

ロールすることができます。

SYNC CARD セットアップウインドウ（Windows > 
I/O Configuration、そして SYNC CARD カードをタッチ）

で Time Code Source プルダウンボックスをクリックし、

MIDI(MTC) を選択すると、タイムコードのソースに MTC
を選択することができます。

12. ETHERNET
このコネクタは将来のソフトウェアアップグレードによ

り有効となります。

13. USB
マウス、キーボード、メモリースティック（USB フラッ

シュドライブ）などの USB デバイスとの接続に用いる 2基
のポートです。他の USB デバイスや PS/2規格のキーボー

ド / マウス（6ピンミニ DIN コネクタ）を接続する場合は、

次頁「マザーボードでの接続」の項目をご参照ください。

14. IEC 電源ソケット
Digital X Bus には 2つの電源ソケットがあります。1つ

は Digital X Bus に電源を供給するものであり、もう 1つは

他のデバイスに接続し、そのデバイスに電源を供給するた

めのものです。電源コネクタは IEC 標準の 3ピン式です。

オスのソケットには、Digital X Bus に付属の着脱式ライン

コードを接続してください。コードのもう一方はご使用の

Digital X Bus に適切な電圧の AC コンセントに差し込みま

す。

メスの IEC ソケットに他のデバイスを接続するには、一

方がオスの IECコネクタ、他方がメスの IECコネクタになっ

ている電源ケーブルが必要です。電器店で広く市販されて

います。

MIDI
IN

FOOT SWITCH
1                2

MIDI
OUTUSB ETHERNET SERIAL 9-PIN

115V 9amp 60Hz
230V 4.5amp 50Hz

1100W Max
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15. 電源スイッチ
電源投入については説明の必要はありません。スイッチ

をオンにすると Digital X Bus に電源が供給され、起動が開

始します。ただし Digital X Bus の電源をオフにする場合

は、まず File メニューから Shutdown を選択してください。

シャットダウンのプロセスの最後でタッチスクリーンの表

示が消えてから、この電源スイッチをオフにしてください。 

マザーボードでの接続
Digital X Bus の背面パネルを外すと、さらに接続を行う

ことが可能です。私達はこの領域をマザーボードアクセス

エリアと呼んでいます。マザーボードへの直接接続となり

ます。4つの USB 接続、PS/2マウス / キーボードの接続が

可能です。

これらのコネクタにアクセスするには：

1.  Digital X Bus の電源をオフにします（File > Shutdown
を選択した後、電源スイッチをオフにします）。

2.  ドライバー（Phillips 規格）を使用してパネルをシャー

シに固定している 10個のネジを外します。

16. マウス
PS/2マウスを接続する 6ピンミニ DIN コネクタです。 

17. キーボード
PS/2キーボードを接続する6ピンミニDINコネクタです。 

18. USB
USB デバイスを接続するために使用する 4基の追加 USB

ポートです。USB CD-ROM ドライブを接続する際には、リ

アパネルの USB ポート（13）ではなく、こちらのポートを

ご使用ください。

マウス

キーボード

USB ポート



8 X.200

D
ig

it
a
l 

X
 B

u
s 基本操作

さて、準備はよろしいですか？それでは Digital X Bus の
実際の操作に移りましょう！オーディオを扱う前に、まず

Digital X Bus の基本的な操作について説明します。

Digital X Bus に電源を投入
リアパネルの IEC コネクタに付属の電源コードを接続し

ます。コードのもう一方はご使用のモデルに示された電圧

を供給する適切なコンセントに接続してください。電源ス

イッチをオンにします。フェーダーが動き出し、Digital X 
Bus はメモリにソフトウェアをロードします。およそ 1分
ほどを要します。スクリーンにチャンネルストリップが表

示されたら準備は完了です。

フェーダーバンクについて
デジタルコンソールの経験がある方ならフェーダーバン

クのコンセプトについてご存知でしょう。アナログのボー

ドとは異なり、デジタルミキシングコンソールではチャン

ネルストリップにどんなインプット / アウトプットでもア

サインし直すことが可能です。各ストリップチャンネルご

とに、あるいはバンクごとに（24チャンネルをまとめて同

時に）アサインすることができます。

各バンクを、互いに重なり合った個別のレイヤーとお考

えください。X.200は 6つのバンクを用意しています：

 ・1-24 
 ・25-48 
 ・49-72 
 ・MSTRS(MASTERS)  
 ・GROUPS 
 ・MIDI

従ってコントロールサーフェスの 24チャンネルによっ

て 144ものチャンネルを扱うことが可能です（24チャンネ

ル× 6バンク =144チャンネル）。

この内、最初の 3つのバンク（チャンネル 1〜 72）につ

いては、72× 72の I/Oチャンネルマトリクスを適用可能です。

9基の I/O カードを装着した場合、72もの入出力が有効にな

ります（8つの入出力× 9基のカード =72の入出力）。 

MASTERS バンクは 12×Aux センドマスター、8×Bus
マスター、そして Mix L/R ミックスマスターに使用します。

GROUPS バンクは Groups 1-12 とMIDI 1-12 チャンネル

をコントロールします。

Mackie Control Universal プロトコルをサポートした

DAW アプリケーションのコントロールサーフェスとして

Digital X Bus を用いる場合には、MIDI バンクを使用します。

Emulation Mode ボックスから、お使いの DAW を選択して

MIDI バンクを設定すれば、MIDI IN/OUT コネクタ経由で

DAW を操作することが可能です。

V-Pot コントロールについて
タッチスクリーンのすぐ下には「V-Pot」と呼ばれる回転

ノブが並んでいます。「virtual potentiometer」（バーチャル電

位差計）の省略形です。アナログコンソールの場合、回転

ノブはただ 1つの役割を果たすに過ぎませんが、デジタル

コンソール上の 1つの V-Pot には数々の異なる機能をアサ

インすることができます。

タッチスクリーンの右に並ぶボタンを使用して、V-Pot
に以下の機能をアサインし、V-Pot からコントロールする

ことができます。

 PAN L/R（左 / 右）  
 PAN F/B（サラウンドサウンド、 
 フロント / バック )  
 AUX 1-8 センド 
 AUX 9/10、11/12 センド 
 AUX 9/10、11/12 PAN 
 デジタル TRIM 
 LEVEL TO TAPE

これらのボタンの 1 つを選択するとボ

タンが点灯します。選択した機能を V-Pot
を使用してコントロールすることが可能

になります（24 の V-Pot で現在のバンク

の 24チャンネルの選択機能をコントロー

ル）。アナログコンソールでは 384ものノ

ブが必要となるところですが、Digital X 
Bus ではたった 24のノブと 16のボタンで

可能なのです！

また、DYNAMICS ウインドウや EQ ウイ

ンドウのように、パラメータ調整が可能で

あるウインドウが開いている場合、V-Pot の
すぐ上に表示されているパラメータコント

ロールを V-Pot でコントロールすることができます。この間、

V-Pot にアサインされた機能は一時的に無効となります。これ

らのウインドウが閉じられると同時に、V-Pot アサインセク

ションでの設定が復活します。

タッチスクリーン
最初はちょっと戸惑うかもしれませんが、タッチスクリー

ンインターフェースはすぐに空気のような存在となることで

しょう。2基の 15インチ TFT タッチスクリーンは、必要なす

べての詳細を鮮明に表示し、Digital X Bus に現在何が起きて

いるのかを教えてくれるだけでなく、他の画面や設定、コン

トロールに瞬時にアクセスすることを可能にします。このタッ

チスクリーンインターフェースによるナビゲーションに慣れ

るにつれ、無意識の内にさらに素早く正確に目的画面やコン

トロールにアクセスしていることでしょう。

キーボートとマウス
Digital X Bus では、タッチスクリーンに加え、キーボー

ドとマウスを使用してコントロールを選択し編集すること

もできます。オンスクリーンキーボードが表示された場合、

接続したキーボードからショートカット（ホットキー）や

文字 /数字を入力すると便利です。ウインドウを開閉したり、

何かを選択する場合には、スクリーンをタッチする代わり

にそこをマウスでクリックすることができます。

CUE 1 CUE 2

MIC LINE

POT CONTROLS

PAN
L/R

PAN
F/B

7 8

5 6

3 4

1 2

TRIM
LEVEL

TO
TAPE

PAN PAN

9-10 11-12

GROUPS

49-72

MIDI

MSTRS

1-24 25-48
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5. チャンネル 1にインプット 1がアサインされているこ

とを確認するために、ASSIGNS ウインドウを開きま

す（Windows > Assign）。Input Src のプルダウンボッ

クスに Mic Line In. 1 が選択されていますか？

6. ファンタム電源を必要とするマイクを使用する場合、

ASSIGNS ウインドウの 48V ボタンを選択し、ファン

タム電源をオンにします。マイクの使用中は –10 dB
パッドをオフにしておいてください。 

7. マイクに向かって話すか歌いながら、チャンネル 1の
V-Potを操作してGainコントロールを調整します。メー

ターが –12 と–6 の間で振れるようにしてください。

8. 同じくASSIGNS ウインドウで、 Bus Assigns に L-R
が選択されていることをご確認ください。

音を出してみましょう！
さあ、インプットにマイクロフォンを接続して Digital X 

Bus のサウンドを聞いてみましょう。

まず、必要なものをご用意ください：

• ステレオパワーアンプ

• モニタースピーカー 1組（パワーアンプとモニタース

ピーカーの組み合わせではなく、パワードモニターを

使用しても構いません。ステレオヘッドフォンを直接

Digital X Bus に接続することも可能です。）

• マイクロフォン 1本

• マイクロフォンとお使いのカードの入力端子を接続す

るのに適したケーブル

• スピーカー出力をアンプ（またはパワードモニター）

に接続するためのケーブル

接続の手順：

1. Digital X Bus を起動します。

2. インプット 1にマイクを接続します。MIC/LINE 8 カー

ドをご使用であれば、 DB25 が XLR メスに分岐した

ケーブルを使用してマイクをインプット 1に接続しま

す。MIC/LINE 4カードをお使いの場合、XLR マイク

ケーブルをカードに直接差し込んでください。

WORD
CLOCK

SYNC CARD

IN

OUT

IN

OUT

SMPTE

A

B

MIX OUT CARD

SPDIF

SPEAKERS

PHONES

MIX OUT

IN

OUT

IN

L R

1 2

L R

L R

OUT

AES/EBU

DIGITAL CARD

OPTICAL

TDIF
I/O

IN A

IN B

OUT A

OUT B

DIGITAL CARD

OPTICAL

TDIF
I/O

IN A

IN B

OUT A

OUT B

DIGITAL CARD

OPTICAL

TDIF
I/O

IN A

IN B

OUT A

OUT B

MIC/LINE 4 CARD

5

7

6

8

1

2

3

4

MIC/LINE 4 CARD

5

7

6

8

1

2

3

4

MIC/LINE 4 CARD

5

7

6

8

1

2

3

4

OUT

LINE CARD

IN

SYNC C • SLOTSD • SLOT B • SLOTS A • SLOTS

3×
MIC/LINE 4 CARD

1×
LINE CARD

3×
DIGITAL CARD

3. コンソールのバンクセクション（マスターフェーダー

のすぐ上）で、バンク 1ボタン（1-24）を押してください。

GROUPS

49-72

MIDI

MSTRS

25-481-24

4. チャンネル 1の SELECT ボタンを押します。

MUTE

SOLO

ASSIGN

SELECT
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テレオパワーアンプ（またはパワードモニタースピー

カー）のインプットに接続します。TRS（チップ、リング、

スリーブ）コネクタを使用した場合、これらの出力は

バランスとなり、TS（チップ、スリーブ）コネクタを

使用した場合、これらの出力はアンバランスとなりま

す。接続にはインストゥルメント / ラインレベルのケー

ブルをご使用ください。ステレオパワーアンプとスピー

カーの組み合わせでは、適切なスピーカーケーブルを

用いてアンプの出力とモニタースピーカーを接続して

ください。

10. 現在、お手元にアンプとスピーカーがない場合、MIX 
OUT CARD の PHONES 1 アウトプットにヘッドフォ

ンを差し込んでください。

12. スピーカーを使わずにヘッドフォンでモニターする

場合、同じくコンソール右に位置するPHONES 1 セ

クションのレベルコントロールを完全に絞ります。

CONTROL ROOM セクションでソースとして L-R が

選択されていること、そして PHONES 1 セクション

ではソースとしてC/R が選択されていることをご確認

ください。 

13. バンクセクションのMSTRSボタンを押してください。 
Mix L とMix R フェーダーはユニティーの位置（U）に

セットします。初期設定では、これら 2つのフェーダー

はステレオとして互いにリンクしています。 

14. チャンネル 1のフェーダーをユニティー（U）にセッ

トします。

15. マスターフェーダーはユニティー（U）にセットします。

16.  パワーアンプ（またはパワードモニター

スピーカー）の電源を投入します。レベル

コントロールは製造元の推奨に従って設定

してください。

17.  CONTROL ROOM セクションのレベ

ルコントロールを少しずつ持ち上げながら

マイクに向かって話すか歌ってください。

スピーカーから音が流れ、タッチスクリー

ンの最上部では L/R メーターがレベルを表

示するはずです。 

18.  ヘッドフォンを使用される場合は、

CONTROL ROOM セクションのレベル

コントロールを半分ほど持ち上げた後、

PHONES 1セクションのレベルコントロー

ルを少しずつゆっくりと上げていきます。

ヘッドフォンに音が鳴っているはずです。

シグナルパスにエフェクトを適用：

19. EFFECTS RACK（Windows > Effects 
Rack）を開きます。 

20. New Plugin ボタンをクリックし、NEW 
PLUGIN ウインドウを開きます。Reverb
を選択してOK をクリックします。

WORD
CLOCK

SYNC CARD

IN

OUT

IN

OUT

SMPTE

A

B

MIX OUT CARD

SPDIF

SPEAKERS

PHONES

MIX OUT

IN

OUT

IN

L R

1 2

L R

L R

OUT

AES/EBU

DIGITAL CARD

OPTICAL

TDIF
I/O

IN A

IN B

OUT A

OUT B

DIGITAL CARD

OPTICAL

TDIF
I/O

IN A

IN B

OUT A

OUT B

DIGITAL CARD

OPTICAL

TDIF
I/O

IN A

IN B

OUT A

OUT B

MIC/LINE 4 CARD

5

7

6

8

1

2

3

4

MIC/LINE 4 CARD

5

7

6

8

1

2

3

4

MIC/LINE 4 CARD

5

7

6

8

1

2

3

4

OUT

LINE CARD

IN

SYNC C • SLOTSD • SLOT B • SLOTS A • SLOTS

3×
MIC/LINE 4 CARD

3×
DIGITAL CARD

1×
AES CARD

コントロールルーム用
パワードスタジオモニター

ヘッドフォン

11. コンソール右側の CONTROL ROOM セクションのレ

ベルコントロールを絞り切ります（反時計回り）、ソー

スとして L-R を、そしてアウトプットとして NEAR（ス

ピーカー出力のA に対応）を選択します。

CONTROL ROOM

DIM SETUP

1 2

SUR

MONO

MAIN

PHONES 1

1 2

SETUP

NEAR

L - R C/R
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21. Reverb パネルでは、 Src L プルダウンボックスをク

リックし、Channel Post Insert のサブメニューから

Ch. 1 Post を選択してください。これにより、リバー

ブがチャンネル 1のポストインサートとして設定され

ます。

22. EFFECTS RACK の下の V-Pot を使ってリバーブのパ

ラメータを調整します。マイクに声を向けるとL 側の

インプットとアウトプットのメーターが振れるはずで

す。

ノート：より一般的には、EFFECTS RACK のエフェクト

を使用する場合、複数チャンネルを Aux センドにルーティ

ングします（ 例えば、バックボーカルのすべてを Aux セ

ンド 1 に、など）。 EFFECTS RACK の Src（ソース）プ

ルダウンボックスで Aux 1 を選択し、エフェクトのイン

プットに接続してください。Aux 1 マスターフェーダー

（MASTERS フェーダーバンク）を使用して、エフェクト

に送られるシグナル量を調整します。未使用チャンネルの

インプットにエフェクト出力を選択してエフェクトシグナ

ルをシグナルの流れに戻します。

基本的オートメーションを作成する：

23. コンソールの AUTOMATION MODES セクションで、

FADER とMUTE を選択します。BYPASS ボタンはオ

フにしてください。

AUTOMATION
MODES

TRIM

PAN

ALL

BYPASS

FADER

MUTE

24. ASSIGN BUTTON SETUP セクションの WRITE ボタ

ンを選択します。チャンネル 1の ASSIGN ボタンを押

してください。

ASSIGN BUTTON
SETUP

REC

L - R

READ

WRITE

25. トランスポートセクションの PLAY ボタンを押してタ

イムコードを走らせます。タイムコードはスクリーン

上部右隅に表示されます。

REWIND FAST FWD PLAYSTOP RECORD

1 2

0

3

4 5 6

7 8 9EDIT
START

END

SNAP
SHOT

LOCATE

SCRUB

STORE SET ENTER

ON

STOP

LOOP
START

26. チャンネル1のフェーダーを上下に動かしたり、ミュー

トボタンを押したりしてください。

27. トランスポートセクションで STOP ボタンを押します。

次に REWIND ボタンでタイムコードをゼロに戻します。

28. PLAY ボタンを押すとフェーダー、ミュート操作が自

動的に再現されます。

29. MIX EDITOR（Windows > Mix Editor）ウインドウを開

いてオートメーションデータを確認することもできま

す。MIX EDITOR 最上部の Show プルダウンボックスで

Channels > Ch. 1 と選択すると、記憶されたフェーダー

の動きとミュート操作をタイムコードの流れに関連して

見ることができます。
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X.200をマルチトラックレコーディングに使用する、と

いうのが最も主な用途と思われますが、これにはトラッキ

ング、モニタリング、バウンス、オーバーダブ、ミックス

ダウンなどの作業が含まれます。トラッキングのインプッ

ト× 24、そして DAW（デジタルオーディオワークステー

ション）やマルチトラッカーへ接続するアウトプット×

24、というのが典型的なセッティングです。この場合、ス

ロット1 から 3（A•SLOTS）に 3 枚の MIC/LINE 4 CARD
を挿し、スロット 4 から 6（B•SLOTS）に 3枚の DIGITAL 
CARD を挿すと、アナログインプット× 24、デジタルアウ

トプット× 24を用意できます。デジタルアウトプット×

24のアウトプットソースにチャンネル 1-24をアサインす

れば、各インプットチャンネルをマルチの各トラックで録

音することが可能です。

この章の接続ダイアグラムは、Digital X Bus X.200 を用

いたトラッキング / ミックスダウン、サラウンド環境での

ミックスダウン、DAW との連携での典型的な接続例を示

しています。
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レ
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ハ
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バ
ー
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リ
バ
ー
ブ

マ
ル
チ
エ
フ
ェ
ク
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プ
ロ
セ
ッ
サ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
用

パ
ワ
ー
ド
ス
タ
ジ
オ
モ
ニ
タ
ー

3×
M

IC
/L
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E

 4
 C

A
R

D
1×

A
E

S
 C

A
R

D

24
ト
ラ
ッ
ク

（
オ
プ
テ
ィ
カ
ル

イ
ン
プ
ッ
ト
か
ら
）

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン

3×
D

IG
IT

A
L
 C

A
R

D

24
ト
ラ
ッ
ク

（
オ
プ
テ
ィ
カ
ル

イ
ン
プ
ッ
ト
へ
）

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
と

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ウ
ン

こ
の

例
で

は
、
3
枚

の
M

IC
/L

IN
E

 4
 C

A
R

D
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

最
大

で
マ

イ
ク

/イ
ン

ス

ト
ゥ

ル
メ

ン
ト

イ
ン

プ
ッ

ト
×

24
（

M
IC

/L
IN

E
イ

ン
プ

ッ
ト

×
12
、

LI
N

E
イ

ン
プ

ッ
ト

×
12
）

を
接

続
可

能
で

す
。

ま
た
、
3
枚

の
D

IG
IT

A
L 

C
A

R
D
が

イ
ン

ス
ト

ー
ル

さ
れ

て
い

ま
す
。

ミ
ッ

ク
ス

ダ
ウ

ン
時

に
は

、
A

D
AT

オ
プ

テ
ィ

カ
ル

接
続
（

フ
ェ

ー
ダ

ー
バ

ン
ク

1）
を

経
由

し
て
、

24
ト

ラ
ッ

ク
を

ハ
ー

ド
デ

ィ
ス

ク
レ

コ
ー

ダ
ー

に
出

力
す

る
と

共
に
、

ハ
ー

ド
デ

ィ
ス

ク
レ

コ
ー

ダ
ー

か
ら

A
D

AT
オ

プ
テ

ィ
カ

ル
接

続
（

そ
し

て
フ

ェ
ー

ダ
ー

バ
ン

ク
2）

を
経

由
し

て
24

ト

ラ
ッ

ク
を

入
力

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

M
ID

I I
N

/O
U

T
は

M
M

C
（

M
ID

Iマ
シ

ン
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
）

を
ハ

ー
ド

デ
ィ

ス
ク

レ
コ

ー
ダ

ー
に

送
信

し
、

M
TC

（
M

ID
Iタ

イ
ム

コ
ー

ド
）

を
D

ig
ita

l 
X

 B
us

に
供
給
し
ま
す
。
さ
ら
に

A
ES

 C
A

R
D
に
よ
り
、
外

部
エ
フ
ェ
ク
ト
と
の
セ
ン
ド

/リ
タ
ー

ン
の
や
り
と
り
を
デ
ジ
タ
ル
で
行
え
ま
す
。

M
IX

 O
U

T 
C

A
R

D
カ
ー
ド
は
ス
テ
レ
オ
ラ
イ
ン
レ
ベ

ル
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ル
ー

ム
出

力
を

2
つ
（

通
常

は
1=

N
E

A
R
、
2=

M
A

IN
に

接
続

）
、

そ
し

て

イ
ン
プ
ッ
ト
ソ
ー
ス
の
モ
ニ
タ
ー
用
に

2
つ
の
ス
テ
レ
オ
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
出
力
を
備
え
て
い
ま
す
。
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8 
Bu
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出
力

24
ト
ラ
ッ
ク

8×
サ
ラ
ウ
ン
ド
ソ
ー
ス

Le
ft
 フ
ロ
ン
ト

Le
ft
 セ
ン
タ
ー

Le
ft
 リ
ア

Ri
gh
t リ
ア

セ
ン
タ
ー

Ri
gh
t セ
ン
タ
ー

Ri
gh
t フ
ロ
ン
ト

パ
ワ
ー
ド

サ
ブ
ウ
ー
ハ
ー

1×
LI

NE
 C

AR
D

パ
ワ
ー
ド
ス
タ
ジ
オ
モ
ニ
タ
ー

M
ID
I

SE
LE

C
T

SE
LE

C
T

SE
LE

C
T

SE
LE

C
T

SE
LE

C
T

SE
LE
C
T

SE
LE
C
T

SE
LE
C
T

3×
D

IG
IT

A
L
 C

A
R

D
3×

M
IC

/L
IN

E
 4

 C
A

R
D

サ
ラ
ウ
ン
ド

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ウ
ン

ト
ラ

ッ
ク

の
完

成
後
、
3
枚

の
D

IG
IT

A
L 

C
A

R
D
（

A
D

AT
オ

プ
テ

ィ
カ

ル
接

続
）

経
由

で
ハ

ー
ド

デ
ィ

ス
ク

レ
コ

ー

ダ
ー
か
ら

24
ト
ラ
ッ
ク
を
入
力
し
ま
す
。

M
ID

I I
N

/O
U

T
に

よ
り
、

M
M

C
（

M
ID

Iマ
シ

ン
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
）

を
ハ

ー
ド

デ
ィ
ス
ク
レ
コ
ー
ダ
ー
に
送
り
、

M
TC

（
M

ID
Iタ

イ
ム
コ
ー

ド
）

を
受

信
し

ま
す
。

ス
テ

レ
オ
（

L/
R
ミ

ッ
ク

ス
）

ま
た

は
サ

ラ
ウ

ン
ド

環
境

で
の

ミ
ッ

ク
ス

を
モ

ニ
タ

ー
す

る
た

め

に
、
 L

IN
E

 C
A

R
D
の
最
大

8
つ
の
セ
ン
ド
（
ラ
イ
ン
レ
ベ
ル
）

を
使

用
し

ま
す
。

M
IX

 O
U

T 
C

A
R

D
の

A
ES

/E
B

U
ま

た
は

S
/P

D
IF

出
力
（

ま
た

は
ア

ナ
ロ

グ
の

M
IX

 O
U

T ）
を

利
用

し
て

ス
テ

レ
オ

を
ミ

ッ
ク

ス
ダ

ウ
ン
、

あ
る

い
は

A
D

AT
オ

プ
テ

ィ
カ

ル
出

力
の

1
つ

を
使

っ
て

デ
ジ

タ
ル

マ
ル

チ
に

サ

ラ
ウ
ン
ド
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
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SM
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ワ
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ク
ス
テ
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シ
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デ
ジ
タ
ル
 I/
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デ
ス
ク
ト
ッ
プ

ま
た
は

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

24
ト
ラ
ッ
ク

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
用

パ
ワ
ー
ド
ス
タ
ジ
オ
モ
ニ
タ
ー

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン

M
ID
I イ
ン
タ
ー
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ェ
ー
ス

M
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I イ
ン
タ
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フ
ェ
ー
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U
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U
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デ
ジ
タ
ル
オ
ー
デ
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オ

ワ
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ク
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シ
ョ
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（
D
AW
）

3×
M

IC
/L

IN
E

 4
 C

A
R

D
1×

L
IN

E
 C

A
R

D

3×
A

E
S

 C
A

R
Dこ
の

図
は
、

D
ig

ita
l X

 B
us

と
D

AW
と

の
接

続
例

を
示

し
て

い
ま

す
。
3
枚

の
M

IC
/L

IN
E

 4
 C

A
R

D
か

ら
、

最
大

24
の

マ
イ

ク
/イ

ン
ス

ト
ゥ

ル
メ

ン
ト

を
入

力
で

き
ま

す
（

M
IC

/L
IN

E
入

力
×

12
、

LI
N

E
入

力
×

12
）
。

ま

た
、
3
枚

の
A

ES
 C

A
R

D
か

ら
は

25
ピ

ン
A

ES
/E

B
U
コ

ネ
ク

タ
を

通
じ

て
24

ト
ラ

ッ
ク

を
D

AW
に

出
力

可
能

で
す
。

SY
N

C
 C

A
R

D
の

S
M

P
TE

 
IN

/O
U

T
は

D
AW

に
タ

イ
ム

コ
ー

ド
を

供
給

し
ま

す
。
2
つ

の
M

ID
Iイ

ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

を
用

い
て

D
ig

ita
l X

 B
us

と
D

AW
と

の
間

に
24

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

M
ID

I交
信

を
確

立
し

て
い

ま
す
（

U
SB

経
由

）
。

LI
N

E
 C

A
R

D
と

外
部

エ
フ

ェ
ク

ト
を

接
続

し
て

ラ
イ

ン
レ

ベ
ル

の
セ

ン
ド

/リ
タ

ー
ン

を
や

り
と

り

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
が
、

D
ig

ita
l X

 B
us

に
内

蔵
さ

れ
た

高
品

質
な

V
ST

エ
フ
ェ
ク
ト
搭
載

EF
FE

C
TS

 R
AC

K
を
使
用
す
れ
ば
、
高
価
な
ア
ウ
ト
ボ
ー

ド
を
購
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
プ
ッ
ト
ソ
ー
ス
の
モ
ニ
タ
ー
に
は
、

M
IX

 O
U

T 
C

A
R

D
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ル
ー

ム
出

力
（

ラ
イ

ン
レ

ベ
ル

）
と

2
つ
の
ス
テ
レ
オ
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
出
力
を
使
用
で
き
ま
す
。
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